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委
員
会
は
、
意
思
決
定
過
程
そ
の
他
の
活
動
に
お
い

て
透
明
性
を
促
進
す
る
。
委
員
会
が
別
段
の
決
定
を
行

う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
保
存
管
理
措
置
そ
の
他
委
員
会

又
は
補
助
機
関
が
決
定
す
る
措
置
又
は
事
項
は
、
一
般

に
入
手
可
能
な
も
の
と
す
る
。（
第
一
八
条
関
係
）

16

委
員
会
の
構
成
国
は
、
こ
の
条
約
の
非
締
約
国
の
旗

を
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
漁
船
に
つ
い
て
、
条
約
水
域

に
お
け
る
活
動
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
と
と
も

に
、
当
該
漁
船
が
保
存
管
理
措
置
の
実
効
性
を
損
な
う

活
動
を
行
う
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
、
こ
の
条
約
に
適

合
す
る
措
置
を
と
る
。
委
員
会
は
、
非
締
約
国
に
対
し

て
、
当
該
漁
船
等
に
よ
り
行
わ
れ
た
活
動
が
こ
の
条
約

の
目
的
の
達
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
る
場
合
に
は

注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
締
約
国
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
又
は
委
員
会
が
採
択
す
る
保
存
管
理
措
置
の
適

用
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
と
十
分
に
協
力

す
る
よ
う
要
請
す
る
。
協
力
的
な
非
締
約
国
は
、
委
員

会
が
定
め
る
条
件
に
従
い
、
漁
業
へ
の
参
加
に
よ
る
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
二
〇
条
関
係
）

17

委
員
会
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
関
係
す
る
地
域
的

な
機
関
又
は
枠
組
み
等
（
特
に
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ

れ
る
水
域
付
近
の
海
域
又
は
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る

水
域
に
隣
接
す
る
海
域
に
お
け
る
漁
業
に
つ
い
て
責
任

を
有
す
る
地
域
的
な
漁
業
管
理
の
た
め
の
機
関
又
は
枠

組
み
）
と
相
互
の
関
心
事
項
に
つ
い
て
協
力
す
る
と
と

も
に
、
当
該
機
関
又
は
枠
組
み
と
協
議
し
、
及
び
協
力

す
る
た
め
の
適
当
な
取
決
め
を
締
結
す
る
よ
う
努
め

る
。（
第
二
一
条
関
係
）

18

委
員
会
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

委
員
会
が
採
択
す
る
保
存
管
理
措
置
の
実
効
性
及
び
そ

の
遵
守
の
定
期
的
な
検
討
の
た
め
の
仕
組
み
を
設
け

る
。
こ
の
検
討
に
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
の
実
効
性
の

検
討
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
二
二
条
関
係
）

19

漁
業
主
体
は
、
そ
の
船
舶
が
漁
業
資
源
の
漁
獲
を
行

う
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
、
寄
託

政
府
に
対
し
書
面
を
送
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

条
約
に
定
め
る
条
件
に
従
う
旨
及
び
こ
の
条
約
に
基
づ

い
て
採
択
さ
れ
る
保
存
管
理
措
置
を
遵
守
す
る
旨
の
確

た
る
約
束
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
漁
業
主

体
は
、
委
員
会
の
構
成
国
が
負
う
義
務
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
委
員
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
附
属
書
関
係
）

第
二
条
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
一

意
見
聴
取
の
事
務
（
指
定
職
員
が
行
う
事
務
を
除
く
。
第
八
条
第
二
十
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る

こ
と
。

第
二
条
中
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
三
号
を
削
り
、
第
二
十
四
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
五
号
を
第
二
十

三
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
四
号
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
独
占
禁
止
法
」
を
「
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
事
務
」
の
下
に「（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
あ
っ
て
は
、
官
房
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
独
占
的
状
態
に
係
る
事
件
に
関
す
る
審
判
開
始
決
定
」を「
競

争
回
復
措
置
命
令
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
独
占
的
状
態
に
係
る
事
件
に
関
す
る
審
決
及
び
」
を
削
り
、「
執
行

後
」
の
下
に
「
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
の
確
定
後
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

課
徴
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

九

行
政
訴
訟
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
（
官
房
及
び
経
済
取
引
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
第
十
八
条
第

十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）。

第
八
条
第
二
十
号
中
「
審
判
」
を
「
意
見
聴
取
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
一
号
と
す
る
。

第
十
八
条
第
十
一
号
中
「
独
占
的
状
態
に
係
る
事
件
に
関
す
る
審
決
及
び
」
を
削
り
、「
執
行
後
」
の
下
に
「
及
び

競
争
回
復
措
置
命
令
の
確
定
後
」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
号
を
同
条
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
独
占
的

状
態
に
係
る
事
件
に
関
す
る
審
決
、」
を
削
り
、「
及
び
課
徴
金
」
を
「
、
課
徴
金
」
に
改
め
、「
納
付
命
令
」
の
下
に

「
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
五

行
政
訴
訟
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

侵
害
の
停
止
又
は
予
防
に
関
す
る
訴
訟
及
び
損
害
賠
償
に
関
す
る
訴
訟
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
及
び
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
八
十
二
号

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
及
び
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
百
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
五
十
四
号
）
第
三
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十

七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項
並
び
に
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
三
十
五
条
第
八
項
並
び
に
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
三
第
二
項
第
二
号
及
び
第
百
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

審
判
官
（
第
二
十
一
条
）

第
三
章

地
方
機
関
（
第
二
十
二
条
）」を
「
第
二
章

地
方
機
関
（
第
二
十
一
条
）」に
改
め
る
。
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